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〔1〕　はじめに

本学にSPSS（Statistical　Package　for　the　Social　Sciences）が導入されたのは・ごく

最近であると聞く。SPSSはもともと，わが国では富士通，日立，あるいはIBMのマシン用

に導入されていたようであるし，その点，本学のコンピュータ用に改変することは相当御苦労

があったのではないかと思われるのである。だから，本学でコンピュータを利用できる立場にあ

る方々にはぜひこれを活用していただきたく思うのであるが，残念ながら，聞くところによると，

導入以後現在までの経済学部の利用者はせいぜい数人だそうで，甚だ残念なことである。そこで，

というわけでもないが，本稿ではその「1人ぼっちの利用」の概況を簡単にまとめ，あわせて

SPSSの，一種のPRを行いたいと思う。

　筆者が1981年4月に本学に赴任するまで，大学生活をすごした一橋大学では，SPSSは驚

異的なまでに使われており，毎日誰かがそのアウトプットを抱えて計算機センター付近をうろう

ろしていたものである。筆者自身もそのうちの一人で，博士課程の単位修得論文で行った，企業

の資本構成に関する実証研究でも，DISCRIMINANTを始めとして，　CONDES

CRIPTIVE，　FREQUENCIES，　SCATTERGRAM，　PEARSON
CORR，　NONPAR　CORR，　REGRESSION，　CLUSTER等々，ありとあら

ゆる手法をゴチャゴチャに，いわば「満艦飾」的に使用した記憶がある。ただし，このような利

用のしかたは悪い例なので，ここでは問題をより小さくしぼって，判別分析による簡単な研究例

を提示してみよう。

　ところで，本学のSPSSに入っているものは，その関係の解説書（東洋経済新報社，SPSS

統計パッヶ一ジ，1＆皿）に掲載されているものの全部ではない。だから実際の利用にあたって

はセンターの方に問い合わせてからのほうが無難である。筆者自身も今後，ひととおり，ありそ

うなものを使って確めたく思う。

　さて，まず今回のミニ分析例の問題意識をまとめておこう。企業はその事業活動においてさま

ざまな資源を投入しあるいは利用している。それは通常，物的資源，人的資源そして資金という3つに

分類されることが多いが，その他にも「情報的経営資源」と称されるものも，たびたび加えられ

ている。その内容としては，たとえば顧客の信用，ブランドの知名度，技術的なノウハウ，流通

チャネルの支配力，従業員のモラルの高さなど，いわばモノ，ヒト，カネのどれにも入らないも
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のの総称ともいえるものがあげられている。ただ，これらに共通しているのは，それらが皆，一

種の「潜在的成長力」を表わすものだということである。しかも，それらすべては定性的なもの

であり，精密な数値で表わすことはできないものと言えるだろう。

　このような，　「経営資源」とよばれる諸資源をどのように組み合わせて利用すれば企業の成長

をより促進することができるか，という問題は，経営戦略論とよばれる幅広い研究分野の中心テ

ーマとされている。そこでは組織面，流通面など数多くの方向からのアブローチが可能であるが，

本稿ではごく単純に，財務的側面，とくに研究開発などへの投資と企業成長との関係を，簡単な

データを利用して，みることにする。本来の目的がSPSSの使用例の提示なのであるから，サ

ンプル数も少くてかまわないであろう。

　検討の対象とした産業は医薬品産業である。医薬品産業は，わが国経済が高度成長期にあった

頃はもちろんのこと，その後の石油ショックに対してもほとんど何事もなかったような増収増益

を示し続けて来ており，とくに注目してよい産業と思われる。また，その扱っている商品が、と

りわけ技術的な側面あるいは研究の成果がはっきりと現われるものであるために，研究開発投資

への重点のおき方の程度が企業の伸びに強く反映される産業だと言われている。また，当然のこ

とながら，広告宣伝，販売促進等への投資も重要となる。

　まず医薬品産業から最近5年間の売上高，総資産，そして経常利益の伸び率を基準として，高

成長企業と低成長企業のグループをそれぞれ7社ずつで作った。この手続きはSPSSではなく，

FACOM－CLUSTERを利用した。　SPSSのCLUSTERはH昨年8月，日本で使われ

るSPSSが第7版から第8版に改変されるにあたって廃棄されて，現在は存在しないからであ

る。

　このようにして選ばれた高成長企業と低成長企業は，いわば機械的に取り扱われたものである

と言える。つまりここ数年の実績値をそのままとりあげ，機械的な算法にしたがって似たもの同

士（この場合は3種類の成長度指標を用いた3次元でのグループ化）を単純にまとめあげたもの

にすぎないのである。それは言い換えれば「結果による分類」にあたるものである。これに対し

て，そのような高成長企業と低成長企業それぞれのグループができることとなった背景には，何

らかの理論的要因があったはずである。それを明らかにすることは，さきに述べた経営戦略論の

課題の一つであり，ここではその最も単純な，財務的側面を表わす研究開発費，広告宣伝費，販

売促進費それぞれの絶対額，対売上高比率，そして最近5年間の伸び率をとりあげて，両グルー

プの差異をどの程度説明しうるかを調べてみる。そしてその他に労働装備率，1人当売上高とい

う指標も加え，11個の変数により，変数選択を伴う判別分析を行ってみようというのが本稿の

最終目標である。これは，　「結果による分類」の形成要因に，「原因による説明」を加えようと

する最も単純な試みである。但し，その際の分析作業が「理論なき計測」になってしまわないた
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めに，その背景として経営戦略論の体系が必要なわけである。

〔2〕　SPSSによる分析手順

　まず，高成長企業グループと低成長企業グループそれぞれ7社ずつから成るデータ・ファイル

を作る必要がある。そのプログラムは以下の通りである。

RUN　NAME

PAGE　SIZE
VARIABLE　LIST

SUBFILE　LIST
INPUT　MEDIUM
INPUT　FORMAT
VAR　LABELS

TEST　RUN
NOEJECT
RD，　GRD，　RDSL，　AD，　GAD，　ADSL，　SP，

GSP，　SPSL，　RLE，　SLPE

HGR（7），　MGR（7）

CARD
FREEFIELD
RD　AMOUNT　OF　R＆D　EXPENDITURE

／GRD　GROWTH　RATE　OF　RD／RDSL

PROPORTION　OF　RD　TO　SALES／
AD　AMOUNT　OF　ADVERTISEMENT

EXPENDlTURE／GAD　GROWTH　RATE
OF　AD／ADSL　PROPORTION　OF　AD

TO　SALES／SP　AMOUNT　OF，SALES

PROMOTION　EXPENDITURE／GSP
GROWTH　RATE　OF　SP／SPSL　PRO

PORTION　OF　SP　TO　SALES／RLE

RATE　OF　LABOUR　EQUIPMENT／
SLPE　SALES　PER　AN　EMPLOYEE

LIST　CASES
READ　INPUT　DATA
　データカード

SAVE　FILE　　　　　　　　I　ITDRUGS

FINISH
　まずRUN　NAME，これは適当な名前をつければよい。ここに記入した文がアワトプット

の各頁に見出しとしてプリントされる。次のPAGE　SIZEは，　NOEJECTとすると，

アウトプットの際の無駄な頁替えを避けることができる。いわゆるDENSE　PRINTの指
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定である。VARIABLE　LISTは，使用する変数名を，カードにパンチしてある順に並

べてある。その次のSUBFILE　LISTは，インプットするカードが複数のグループから

成っていることを示すものである。だから，この場合にはデータカード（全部で14ケース）の

うちの最初の7つのケースがHGRという名の一つのグループであること，そして残る7つのケ

ースがMGRという一群のグループであることを意味している。この2つのサブファイルは，後

の判別分析の際に判別対象のグループとなる。さてその次の2枚は入力の媒体。書式を示すもの

である。その後のVAR　LABELSのカードは，必須のものではない。これは，後にこのフ

ァイルを使って分析をする時，変数名のラベルをつけておけば，変数内容を忘れることもないし，

場合によっては計算のたびに変数の横に表形式でラベルが印刷されるからである。だから，もち

ろん，なくても済むわけだが，できたら今回のように，変数の名付け方そのものはいいかげんで

あっても何らかの形でつけておけば便利なことが多いのである。

　それに続くLIST　CASESは，インプットした内容を，確認のためにプリントさせてみ

るためのもので」16コラムめからのオプションを省略すると10ケース分プリントされる。

SAVE　FlLEとそのあとのIITDRUGSは，今回のランでインプットされたデータを

11TDRUGSというファイル名で保存せよ，という意味である。ファイル名も，自分でわか

りやすくさえあれば，適当につけてしまえばよい。

　これでファイルはでき上がりである。次にいよいよ判別分析を始める。プログラムは以下の通

りである。

RUN　NAME
PAGESIZE

GET　FILE
RUN　SUBFILES
DISCRIMINANT

OPTIONS
STATISTlCS
FINISH

TEST　RUN
NOEJECT
IITDRUGS
（HGR，　MGR）

GROUPS＝＝SUBFILES／VARIABL’ES＝＝

RD　TO　SLPE／ANALYSIS＝RD　TO

SLPE／METHOD－MAHAL
567101112　，　　　　，　　　　　，　　　　，　　　　　　　　　，

1　2　3　4　5　6　9　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　　，　　　　　　　　　　　，

　このような非常に短いプログラムから，実にたくさんの情報が得られる。

　GET　FILEは，さきに作成したファイルをとり出し，システムに引き渡させるコマンド

である。本学のSPSSの便利なところは，さきのSAVE　FILEにしても，このGET

FILEにしても，その他の特別な補助コントロール・カードがいらないことである。すなわち，
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通常，たとえば日立のマシンを利用する場合には次の例のようなカードをカード・デックの先頭

ジeブ・カードの次につけなくてはならない。まずGET　FILEの場合には

＞＞SPSSF　FTO3FOO1，　FN（IITDRUGS．DATA）
そしてSAVE　FILEの場合には

＞＞SPSSF　FTO4FOO1，　FN（IITDRUGS．DATA）
　つまり，ランの内容によってジeブ制御文をつけかえ，入出力用のファイル定義をその都度行

わなくてはならないのである。これに対し本学のSPSSでは，システム・ファイルを利用する，

しないにかかわりなく，全くこの種のカードがいらないのであり，私のようなミスの多いユーザ

ーにとってはもちろんのこと，一般のユーザーにとってもまことに便利なものと言えるであろう。

　次のRUN　SUBFILESは，すでに作ってあるサブファイル構造をそのまま利用するこ

とを意味している。このカードを抜くか，あるいはRUN　SUBFILES　ALL

とすると，14のケース全体を一括して扱うことになり，サブファイル構造は無視される。

　その後のカードは，判別分析を行うための手続カードである。VARIABLES＝：以下の変

数はこの判別分析に用いる変数の候補，ANALYSIS＝以下の変数は，実際にとりあげる変

数のリストである。METHOD＝は，変数選択を行うときの選択法を指定するキーワードであ

る。変数選択とは，判別関数の係数算出に先立って判別に有効な変数を候補変数の中から段階的

に選ぶということで，指定した選択基準に従って，最適なものから順に変数一つ一つが追加され

ていくことになる。この場合のMAHALという指定は2グループの間のマハラノビス汎離D2

を意味している。すなわち，すでに存在しているP個の判別変数に新たな変数一つを追加したと

仮定して，新たなD2の値を他のすべての変数，すなわちグループの全組合せについて算出し，

D2の最小値を求める。そして候補変数間でD2の最小値を比較して，その値が最も大きい変数

を採択する，というものである。これにより，グループ問のマハラノビス距離が最大になるよう

な変数の組合せを得ることができる。

　OPTIONSとSTAT　I　STICSは，それぞれ，出力したい図表や統計量を指定するものである。

以下，アウトプットをならべてみよう。表1は最も単純な基本統計量である。これと表2（群内相関行

列）は他の統計サブプログラム（三菱のMSL，富士通のMULVAなど）でも，通常はアウト

プットされるものであるが，その後に続いているアウトプットは，SPSSに特有のものと思わ

れるユニークなものである。表3はSTATISTICSの6によるもので，両グループ間で平

均が等しいとする仮説を個別の変数について検定するためのF値である。この場合はSPSLと

RDSL以外は両グループ間に有意な差が存在していると断言できそうである。その後のアウト

プット・リストはそれぞれたどってゆけば，説明なしでもかなり読めると思う。すなわちさきに
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説明したマハラノビス距離を基準とした変数選択のステップ1とステップ4（ここではこれが最

終ステップとなっている），そして要約表である。未使用変数の中にF値が1以上のものがなく

なり，演算がそこでストップしている。これによってSLPE，　GRD，GSP，GAD4つが，両グ

ループの判別に最も有効な変数群として抽出された。そして，以下の分析は，これら4つの変数

のみによる関数を用いて行われている。標準化されていない判別係数，標準化後の判別係数，判

別スコア，そしてテリトリー・マップなど，SPSSのアウトプットは少くとも私にとっては，

’他のシステムのものよりも格段に見やすいものに思える。
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〔3〕　小　結

　結果を簡単にまとめよう。最終的な判別関数に残った変数は，それぞれの支出の伸び率と，生

産性指標たる1人当売上高であった。この5年間で研究開発，広告宣伝，販売促進のそれぞれに

どれくらい重点を移したか，ということが同じ時期の企業全体の成長を規定する，というのは，

きわめて常識的ではあるが，GADすなわち広告宣伝費の伸び率の係数符号が負になってしまっ

ているのはうなずけない。しいていえば，今回のサンプル企業には大衆医薬品メーカーが入って

おらず，もっぱら医家向中心の会社が多いことから，あまり広告宣伝に力を入れても，それに比

例した効果は出にくい，ということであろうか。たしかに標準化後の判別係数をみるとGRD，

すなわち研究開発費の伸び率の係数が最も大きく，研究開発の影響度が大きそうだということで，

一応の説明はっく。

　以上のとおり，SPSSは，独特のファイル構造，分析の多彩さ，そしてアウトプットの見易

さなど，とくに社会科学系の研究者にとっては，その名の通り，おおいに推奨されるものである。

ただし，もちろん，有用な分析になるかどうかは本人の，解釈のしかたによるものではあるが。
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